
救急搬送傷病者等の意識調査結果

Resarch on Mental stater of Sick or Injured persons whom Ambulances too恥
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概 要

本研究は救急搬送俗術者 同柴した関係者及び対応した救急隊員にアンケート調盆宕実絡し.傷病者等

の心理状況を杷鍾するために実施した.

主な結果は次のとおり.

1 通報から救急車が到着する$での時聞について，燭偶者等は実際に要した時間よりむ長〈感じている

ことが毘められた.

2 Ilj病者本人と閣係者の3量破に大きな愛は臨められなかった.

3 救急隊員が無意臓に行っている行ぬが.傷病者にとゥてうれし〈感じていることもあり.一方むを和

らげるために行った行為でむ.必ずしもうれしいと感じてい伝いことが認められた.

We sent out questionnaires to sick or injured per困 問。rfellow passengers and ambulance men who 

had takcn them 

The result were as f，凹llows.

1. The persons waiting for ambulance fclt Ihat thcir waiting time had takω1 longer than the actual 

required time 

2. The difference in the mental stat田匝回目nsick or injuerd perosons and fellow passengers were 

sma]] 

3. The persons fe1t easy secing the action Ihat the ambulance men did unconsciously， but Ihe actions 

to make patient feel easy by Ihe ambulance men did nOI always make Ihcm plcased 

l圃査目的

平成元年の救急出場件費貨は唱和63年よりも的

13.000件噌加し 378. 205件に遥し，救愈需要が

増加している.ζ のよう伝状況下において その

救急事象に適切に対応し。救急処置を行い.安全

かつ迅速に，悔術者を救急IIH!I'険聞に槍送するに

あたっては.傷病者 ・救急隊員の相互理解と僧額

感に基づくことが大田であることから 双方の意

識を偲纏ずることが極めて盟要である.このため

傷病者Eぴ対応した救急隊員に白ア ンケート開査

を実施して.制病者の心理状況を杷復し.救急活

動及び救急資務付専が心理衝に及ぽす自彦容等につ

第四研究室

いて分析することで より効率的な救急活動と救

急資器材等の改良に反映させるものである.

2 調査項目

!l)救急師到着までの働術者等の窓援

121 殺急処置時の傷病者等の窟撮

131 救急微送中の傷病者等の霊堂畿

1'1 救急隊員の印象

151 救急隊員の意義

3 調査対縁者等

111間査闘間

平成元年9月四日から

平成元年10月31日参で

121 調査匡泌

東京消防庁管陪臣域内

(11 J) 
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{訪 問査対象救急館

各方面 l隊.ただし第s1i1friは3隊合計

10隊

車 ー方面 締図消防署

第二方面 大 芥 消 防署

、;一一方面 世困谷消防='l(-

第四方面 修並 桝防併

第五方面 小石川消防轡

豊島消間容

仮 繍消防署

第六方面 上野消防署

第七万面 金町消防署

第八方面 立川消防事

(41掴査対象者

調T宅対象救急隊 (以下「救急隊J とLけ J
が割前送した傷病者または同乗した関係者 {以

下「偏商者等J という.1&;ぴ対応した救急隊

員.傷病者等専の選定にあたっては年代別，職

業別についてて均等配布できるように留意し

た.

(51固査方法

原則として各当寄目を午前，午後.夜間(22

時から盟朝 6時まで)の3区分とし.各調査

区分において救急隊が畑道したu!摘者 1名に

対 してアンケート用紙を配布し 返伺用封筒

を閤いて回収した.岡崎にアンケート を配布

した救急恥象に対して教急隊員は救急獄員同

アンケ トを実施した.

4 銅壷数

(!I 岡査対象救急件数

500件

出 傷病者アノケ ト有助回答者数

337人{回答率 67.4%) 

(31圃査対S複数愈隊員

延べ15曲人

(隊長 ・隊員 ・11聞員各500人}

5 集計方法

単純集計及びク ロス集計

6 標本構成

線本線成は次のとおり.

(1) 傷銀煙者等回害者

実 数
{人}

比 率
(%) 

実 数
(人}

比率
(%1 

;届 @
t人7

比 2・
1%) 

実 "
(人}

比率
(%1 

11121 

表 1 性 ~I 

男性 女 性 E十

148 189 四7

43.9 56.1 100.0 

l!!2 年齢別

表3 襲業別

表4 傷偶者との聞係

制術省ヨ巨人 聞係 n It 

回 25< 337 

24.6 75.4 11蹄‘O

妻賢5 覚問時間別

8 -12 12-18 18-12 n-剖 。-， Jt 

的 山 " ~ " 
幻?

26.4 ~.. ..， H.3 n， "同舟

事実6 初E参時程度別

組出以よ 中等 定 -王 催 計

29 1<3 165 337 

8.' 42‘ 49.0 100.0 



(2) 叡急隊員

表7 年齢別

20副E代却雄代..健代 ω縫代 ii 1 
策 .. 

184 639 5 .. 93 1日lO
(人}

比率
12.3 ~2 . 6 38.9 6.2 l∞.0 

(%1 

7 骨析結果亙U考察

川 救急隊到着まで町傷鋳者等の窓際

ア救急要請者

アンケート調査1"1資者337人κついて教

忽狸聞のため 「どなたが。r1l9喬』 しまし

たか」という質問。こ対する結保1;!1't8に示

すと結り 。超過嗣吉本人はJ5人.4.5%.同居

人を含U家篠は186人 552% 近所の人21

人 6.2%.その他は115人，34.1%であっ

ア.. 

その他の白答者としては.会栓OJ川僚，

駅員専撃の身近にいた者であった.

表 8 救懲嬰鯖者

.桶"トλ
.且，.国 近婦の人 その他 a十
At古む}
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イ 通報から到途までの時間

救急隊が通報から現場到約までに撰した

決際の時間と出掛衝の副将した崎聞とを比

鮫した結果を褒9に示寸.実際の嶋間より

短いー，-3分以上』の差を感じた者は20

人.また ，-2分以内J と感じた行は日入。

実際と同じ時間と感じた者U45人.実際の

時間よりも良い。 ，~ 2分以内」で感じた者

1;t 137人ーさらに '+3分以上Jの援があヲ

た者は85人であった.このことから 実際

の時間より も実〈感じていた宥1<.短〈感

じていた者より多<.救急棋を拘っている

者は実際の時間よワも長〈感じていること

が阻められる.

表9 通報から刻渚までの時間 {回答時間 実時間)
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図: 歪'1ft宮崎の気符ら

ウ到:r.時ω~l符ち

救急隊到t:IU.~の気持ちはついて r 紋釦~"OI!

が到脅した時の気符ちについて.どう思い

ま したかJ・という質問に対する桔袈を1~1

6こ.，、 r，

「心強かった」と回答している円以 回

答者り半数以上である198入。団 8鬼で どk

に f助かった」と感じていた者凪白人。

25.2%. q:ずかしかった」と感じている片

は24人. 7.1%であ ョた.

~}11合時総皮と到着時の気持ち t ついて分

断した結集を表叩に'J"7;す.

製 10 蜜1河町時何気得ち (程度別)
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心強かった左感 じている者は続猛省で

87人.52.7%.中等定者で93人.65.0%. 

盟症者で18人，62.1%であり量産者ほど心

強かったと感じている。

また守目的かったと感じている者は.制{症

者45人，27' 3%. ~炉等症者で， 34人，

23.8%. tfi信者で6人.20.7%であり I 軽

症者の r助かった」という回答が若干多い

が，いづれの傷病者等の回答も r'L.'強かっ

アこ"''助かったJ と感じている者がほとん

どである固

エ サイレン脅について

「今回の救急安閑で，救急車のサイレン

について，どう感じましたか」という質問

応対する結果を国 2に示すJ鳴らして来て

ほしかった」と回答している者は 169人

50.2%. rどち らか左いうと.鳴らさないで

来てほしかった」と回答している者は，82

人. 24.3%であった。

Q I""r:. ll ~圏の崎町で 崎-'0:> '1 1'，，0--

につも て どう感 じ..Lr::.D、

日却
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さ I~ \ ，~点て "1かー， 1: 8tlA (お，.，

ゆ どら uてもよか_"， 82入 (20鰭〉
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図 2 サイレノ奮について

表11 サイ レン音について (記入者別)
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比"離 l却 " 釘 出

人 151 21 "晶" m叫 "回目

! )u%を不，-r.
アンケ ト記入の傷病者本人と関係者の

回答に差があるのか調査するため記入者と

サイレン音について分析した結果を褒11に

示す。

アンケ トを記入した備病者本人で「明

らして来て欲しかった」と回答している者

は39人.47.0%，rどちらかという !C， 鳴ら

(J 14) 

さ伝いで来てほしかった」老，19人，22.9克，

rどちらでもよかった』者，25人。30.1%

であるのに対してt 聞係者では ，喰らして

来て欲しかった」と回答している者は130

人目 2%‘rどちらかという と.鳴らさな

いで来てほしかった」者， 67人。26.4%.

rどちらでもよかったJ 者は57人，目 4%

であり 働病者本人と聞係者との管象的な

伺違は見られとまい.

(2) 救急処置時の傷病者等の意憐

ア 救急処置時の時間

救急隊が央臨に裂した時間と傷病者等の

回答した時間とを比較した結果を表12に示

す.

表J2現場出発までの時間 {回菩時間 実時間)

寓障の崎聞 百匝陣即時閣 耳障の時間再
"聞い園署 と同1，;i~ 宵 よ9蝿 u 嗣

a時
~ ，持 ~ ，升

会，. ~ 2 ，-，十3仲

以 ム 以内 川内 田上

機. '" 
" 川 m 

1舗 7・ n ~ 

土乞 司院

"眉'" 
担。

" 11.6 10. I '00。

実際の略間より短い ， 3分以上』の差

を感じた者は168人.また「ー2分以内」と

感じた者は74人，実際左同じ時間と感じた

者は21人。実際の時間より長い。，+2分以

内Jで感じた者は39人 ，+ 3分以上Jで感

じた者は35人であった.

このととから実際の時間よりむ長〈感じ

ていた者より短〈感じていた者が多し現

場で救急隊員が救急処置を行っているのを

見守りながら待っている気持ちU笑際より

も短〈感 口ている ことが認められる。
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図3 救急隊の行動について



イ 教忽障飼の行動

救急隊が"浴してから.出発するまでの

r救急隊の行動J について質問した結集会

図3に示す.

箆状を聞〈態度について良いと図斉して

いる者比 222入、65.9%で1救急処阻の手

際よさについては。 i日人.48.4%の替が，

Jlいと回答している.

ワ救急処置

救急処胞についてどう感じたかという質

問について調M任した結果を固 4に示す.
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図 4 教急処置について

r適切』と回答している町は 259入、

76.9%であるの区対して 「不適切，t田谷

している者は.5人.1.5%であり 残りの

73人 21.6%は rどららとも曾えない」と

回答していて.ほとんどの苦は適切であっ

たと恩っていることがうかがえる.

エ偏向者への配慮

救急隊の位置同省への配慮について訓貸し

た結果を回sに示す.
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図5 傷病者への配a

i鑓嗣指への配国障について r良い』と回答

している者は，筒状への細かい所への気配

りJ では. 193人， 57.3%. r病院の選ぴ方

に対する%九JりJでは。 172人.51.0%. r傷

病者 家族等への気配 ry，では. 194入。

57.6%であり，良い」と ~I杏している者

は「病状への細かい所への日配りJ.r傷病

者家主実等への気配り J に比べ 「病院の選

び方に対する気配り」と!日J苔している者が

お干少〈なっているが，学変質以上の者が良

い左信じている.

国 救急獄送中の傷病者等の憲髄

ア 救急隊送中の崎間

備陣嗣.，...聞係者の感じた時間と実際に要

した時間との2院を分析した結果を表13に小

l' • 

袋JJ筒続到粛までに要した略時差 {回害時間 実碕間)

ー砂. jm. Dftll': ， .持， も E骨量 • • n P u ι 

.附筒 ‘ " " " 町
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ほとんどの者が 4分前後(土4分}の根

差で，実聞に要した時聞と閉じ感覚を待っ

ているが，実際の時間ょっむ長〈回答した

者は 337入ゆ213人 63.2%である. .た.

実際よりむ 5分以上甲〈絹院に費iおしたと

感じている者は，傷病者で6人.7.2%.聞

係者で13人，5.2%いるの巳対して。実際よ

りもs分以上選〈到着したと信じている警

は傷掛替で13人. 15.6% 聞係者で54人.

21.2%いる.このことから，病院に到着す

るまで遅〈感じている者が多しさら民間

係者の方が 燭問者よりもさらに遍いと慾

じていること.<う台、.<える.

さらに，初診時程度別に分析した結製を

袈Hに示す.

表14 病院到着までに要した時間差 {程度別)
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程度別では 災陣の時間との差が 4分前

後{土 4 分)の毘廷で~I省した と感口てい

る習についてみると，能傷者は134人，

81.2%で，軍備以上は16人，55.1%で.軽

傷告が多く伝っており， :<たー皿I創以上は

5分以上過〈来たと感じている者は.10人，

34.5%で，位傷者は23人.13.9%となって

いて 温症以上の方が多い。 Zのことから

鼠起者ほど，救急車が街院に到着するまで

の時聞が長〈感じている傾向にあり，統計

上のX忍倹定の有愈登判定で分析すると、

有意差 5%νペルで!則迎性が認められた.

以後.有意泣の寵められた場合は cp < 

O.05J と示す.

イ 救急車に対する恵酷

救急車のことについての質問に対する闘

を依拠を図6に者 九
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図6 救急車について(その 1I 

「救急車の乗り心地」で「良い」と回苔

した者は106人，31.5%， rやや懇い~ ， c悪

い」と回答した者は"人 7.1%. r救急車

内の振動J で c良い」と回答した者は88

人.26.J%. rやや悪~ )J. r懇い」と回答し

た者は43人，12.8%， r救急市内でのサイレ

ンの音色」で。「良しりと回答した者は81

人， 24.0%. rやや撃しり 「警い」と回答し

た者は14人.4.0%であった。

また、自 7に示すように 「救急車内での

サイレンの大きさ J については。「大 き

いJ，「やや大きもりと感じた者は，94人，

27.8%で。弊也を感じる旨の回答があった。

ウ 傾送された病院について

微送きれた病院について慣問した結果舎

。.・..ζとにラいで h 町

やや '，~ うど令.
大会 い 人台も よ‘ 4ド" 小δ‘・・・ロ

鎗..内で..，‘.，
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O I020~ ω剖 ω"  ・則姐 l∞'"
t内田"鰭告示T'

図 7 救急車について (その 2I 

0 ・湿どJo~ I ~里，止 e 10" ) の備町11~ 0Iんで

もちも乏し"鳥、

.-担7

¥11 IJ、
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加入 t・l剛

泌人( 8.~) 

-_111 ____  吋

c ta :!O ~ω 鍋白河船 00 ，ω 〈制

回8 病院について

悶8に示す。還ばれた病院について 「希望

どおり(思ったと泊り)の荊院に運んでも

らいましたかJ という町問に対して.307 

人.91.l%が fはい」と回答していて，r.> 

いえJ と図書した者は，30人.8.9%であ

り ほとんどの者が，希望どおりの病段に

運んでもらったと感じている。

エ 被送中の走行状況

鰍送中の走行について質問した結巣を密

"こ示す.

。 ..中旬走行にヲいて どうでし".
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図9 鎗送中町走行状現

a送中について、 r極めてスム ズだと

思った」者は.187人.55.5%. r普通だと

思った」者は. 128人.38.0%. r道路状況

が悪〈 他の車がよげてくれれば良いと

思った」者は， 22人.6.5%であった.

同 救急隊員の印象

ア 救急隊員の行った行ぬ

(1.16) 



教ね陣騎の行った行為について.うれし

かったことにIlOJf' r物Eりなかったこ

とにはx，をつりて下さいという宵聞に対

して鱒丘した結拠を固10に示九

"リ

'" 

."町'"か.
判記。・"・-

"“ 
'鍋

1凶

" 

T 民 P ; 8 4納島
'4今 . 

• 
明

-J
怜

J"

、-R

ζ

4

・h
L炉
、
の
あ

ι
u
d

e-hpt

'
 

図10 救急隊員の行った行あの印象

fうれしかゥた」とM容している'tIj 

r励ましの口集』については166人 『安心

させる宵鍍』はついては194人 ，話を聞い

てもらった」については170人，朝りがい

のある宵動」については172人であった.ま

た r明j，!υ伝かった」と川容している針11

f手会開って もらったJ と r釧約時間企知

ら昌れたJが37人.' 1子 ・ Eヨ~Nをふいてもらっ

た」が35人(Jちづた.

r励ま しの河)!lJ.r波止させる言葉J，rJli 

を11111、ても らったJ・r輯りがいのある冒

動，.でうれしかったと怒じている割合が前

〈なっている.主た.物足りなかったと回

答している明日では句r汗・観客今ふいても

らったが多〈認めりれ鋭いて r-f.~駆っ

て b~... った」という~Inで~る.

以よから.傷病信等は r励ましの宵襲』

や'安むきぜる符東区」をかりられ冒『誌を聞

いてもらい，.tた ，額りがいのあるヨ動』

で俊せるれるとう札し〈感じやすく 'pを

繍られ" '衣服をゆるめてもらう J. ri I 

涙ミ専をふいて むらう」ことに閥Eりな〈感

じて、zることb'うかかZえる.

救急隊員が行った励皐しの庁築.安』じさ

せる宵寮.手を保ってもりった.衣服金ゆ

るめて bらった， 簡を暑いてもらヲた.制

りがいのある情動汗'l1i!='予告λいてむ η っ

た 強者時聞を匁lうされたという各行おに

ついて.うれしかったと田容している者に

ついて分断する.

刷版3健別

各行1Mニ対してうれしかったと回答し

ているl1 ~dnω谷間1慢の人数の閉合で

分析した制拠を凶111;:iJ;、す.
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図11 うれしかったニと ，(眠薬別}

ほとんど同じれターンを4 ているが

学生は念体的にパタ ンが小さ〈なヲて

いて。うれしかゥt:':いう感じ1"他の臓

索。J将より少''"・-

嗣締についてみると ，励止 しの.，1~J

について UfI符飛と'-1.1が命い割合でう

れしかったと感じていて安心させるE

.. 穐lワがいのある円動Jについては

(17) 



全般的に首都い割合であるが，学生は低い

傾向にあり，手を纏ってむらったJ.r衣

服をゆるのてもらったJ， r汗 . ~等をふ

いてもらったJ は全般的に低い傾向がみ

られる. "た，鱈をきいてもらったJに

ついては.を紛が高<"到種略聞を知ら

された」という項目でうれし〈感じてい

るのは自営幾が高〈なっていて.主婦は

絡を聞いてもらうとうれしいと感じてい

ること。‘うカ・会Zえる.

4ィ} 初E珍時程度別

各行為に対してうれしかったと回答し

ている者を袋6初lJ時寝度別の人敏の網

合で分析した結果を固12に示す.
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回12 'うれしかったこと， (初鯵時程度別}

職業別の犠合と同じしほとんど同じ

パターンを示しているが.it症者1.経症

者や中等症者よりもやや大きなパターン

を示していて，重症者の方がうれしかっ

たという感じをもっていると考えられる.

細部についてみると，励ましの言

葉J. r!訴を1きいてもらったh r務りがい

のある曾動」については1 間%前後でう

れしかったと慰じていて やや中等症が

(! 18) 

高い割合を示している.また，手を蝿っ

てもらった~. '衣服をゆるめてもらっ

た~. '汗 ・裂。字をふいて むらった」は全

般的に低い傾向がみられるが，ややE量産

で高〈なっている.r安心させる智嚢~.

r到着時聞を知らされた」という行為ほ

経傷者よりも盤症者の11が.うれしかっ

たと感じている割合が高〈伝っている.

また，救急隊員が行った励ましの曾東

等について，うれしかったと回答してい

る者を初髭隣程度別にさらに詳し〈分析

した結果を表ISに示す.震盆以上の倒敬

が少ないため.'l'等倍以上としてまとめ

ると，汗.j史等をふいてもらった」とい

う項目以外の「励;.しの宵祭J 等の項目

で，俗揖者の初鯵時程度と聞係があり

震傷者よりも中等依以上の方がうれし

かったと感じている傾向にあることが箆

められる.

1m 敏愈隊員の行った行ぬと初惨略程度別の関遠性

(うれしかったと園蓄している者}

隆笹 中等症以上
{人} {人}

励車しの宵裏 72 ，. 
安心させる宵 j臨 87 107 

手を嵐っても らった 18 24 

;<111をゆるめてむらヲた 26 31 

障を聞いて bらった 80 90 

謝。がいのある胃裏 81 91 

汗ー盟専をふいてもらった 16 1. 

知らされ 45 52 

『励ましの言葉』等の救急隊員の行っ

た行為について性別で分析した結架.有

意差の認められた「励ましの宮葉」につ

いてみるo (p <0.05) 

性別で分析した ，励ましの曾業」舎か

付られ， うれし〈感じたかという質問に

対する結果を表161こ示す.

女性で r励ましの曾葉J をか付られ.

うれし〈感じた者札 61人.79.2%.物

Eりなかった者は. 16人.20.8%である



のに対し，男性では.うれし〈感じた者

は.105人，制 6%で.物足り とEかった者
。..にa・1;:，，1::.，.....にで3いて .，ずる

金日0・削甘酢.

は， 6人.5.4%で..り.女性にはbっt ' 掴 噛 国 間 副 醐 削

励ましの宮衰を州てあげた肘良いこ 掴叩£いH 園ーiilj"l]41(51 j 

とが臨められる.
b 倒‘川H "' ~ lII ðilεa 九 1.1， 、“'

川か小さか /: I 3(Q9) 

.1. L¥"'，U令t:ii巾
衷16 性別による「励ましの曾葉」の畳け方 便為叩い・ L(，:. 品川 (161)

「助 ま しの冒"AJ

合 aキ
うれしかヲた 掬足。なかった

女 f生
61 16 77 

(79.2】 【却 +自} (J佃.01

'1 性 105 6 111 
(94.6) ( 5.4) (J伺 01

( )u.%t示す.
イ 全体の印象

救急隊員の印象について旬開した結果を

図13広示す.
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回目全体の印象

r極めて湖足J と回答した者は，In人.

51.0%. rお，Htね機Ji!.，と回答した者は、

134人.39.8%. r普通JI:;I;22人.6.5%. rや

や不様」は 3人 0.9%. r不機」と回答

した者は，6人. 1.8%であった.

ウ救急隊員の行お

救護にあたった救急隊員について。感じ

た結果を固14に示す.

l!l急隊員が行った 「励ましの省薬J・r安

心させる宮通事"'手を復って もらった"'衣

服そゆるめてもらったJ・ri屈ををきいても

らったお r頼りがいのある冒動山 r汗 ・夜

等をふいてもらったhr到着時間を知らさ

れた」という各行為について，うれしかっ

た」または 「物足り伝かった」と回答して

いる者と救誼にあたった救急隊員の印象に

ついて間連性をみるため.続S十上の， .験定

の有窓差判定で分析した結果を2毎日に示す。

‘(I.!I) 

."い町 ・・・・・KlSI(St.3l 

、)ll%f./lf

図14 敵陣にあたった隊員の印象

表17 数愈陣員の行った行翁と救急隊員の印象

置情のι高島割いた 蜘"い
bった閉11: し ， ， 

" a 
断草 L の冒 員 。醐 0.221 。唱。"

安心畠噌t 晶冒揖 。似. 。謙治 。副

..闘っτbち守た 。剛胸 ". 自由'1

孔司..岨.時τb・."".， ，~ ..  淘 白川1 。侃1

闘を聞いτ"司た 。似掬 ..，踊 ..  泌

帽。がいの.晶宵哲 。，伺2
"" 0.012 

汗'.専をふいτbもった 0.418 0.1&3 ι'" 

閥院間鴨止で伺時間世 。剛 L坐i 。ω3
官~~ t! n ，"

各項目のほとんどにわたり。傷病者等は

r愛情のこ むゥた懸度」と間連往がIlめら

れ，落ち着いたしくさ」では r病院到積

までの時聞を知らされたJ という項目が強

〈側通信伎が冨められーまた，頼も しい鰻r.r，

では，衣服をゆるめてもらったJ項目に強

い関連性が毘ゆられる。

救穫に..たった救急隊員について 政当

するものを選択する質問に対して ，宜情が

こもった態度」と r遜績から郷清までの時

間」について分析した信燃を袋18に示す.

遇縛してから救急隊が現婚に到稽するま

での気符ち として ，とても阜〈来たと患っ

た」と自答している者で ，愛情がこも った

惣r.r，を感じている者は，88人. 57.1%. 

慰じていない者は 66人.42.9%であるの

に封して，とても遅〈感じた」者で F安

怖のこもった態度J を感じている者は，7 

人. 29.2%で.また。感じていない者1"，

11191 



自営業で...剛uのあった者は25人.

71.4%であり。なかった者はiO人 28.6%。

主婦で関心のあった者は 61人.62.2% 

《泣かった者は"人. 31.8%であった.また。

学生で闇むのあった者は 7人.33 . J~るで

あるのに対して.<tかった者1;166.7%であ

17人ー70.8%である.このことから.通報

してから教愈障が現織に到翁するまでの時

聞が卑い方が救急隊に良い印象金持ってい

る傾向が留められるo (P<O.05) 

る.

さらに公務員で関心のあった者は白20人.

74.1%.とZかった者 7人白25.9%であった.

このことから，自省業主婦.公務員に救

急活動へ闇心が商し また学生では削心が

薄いという剛向が認められるo (P<O.O訪

問 救急障員の怠慢

ア 織送中に行った行為

救急隊員の隊長，隊創に対 して。際浴中。

備前者の'L-を和らげるために行った行為に

ついて調査した結果を固16に示す.

'愛情がニむ 刊態度』と'通綱島、到IUで6時間p

，情酬と bった鳳"
合 E十

敏当 J慎敵 fヨ

とて b阜〈来た 88 66 ". 
と 思 9 た (57.ll ( ~ 2 . 9) '"国自}

この恒E間E だろうと " ω '59 
思う町内"'匝た (49 7】 [却.J) "ω.01 

とτ""橿じた
7 17 2・

t29.2) {711.目} "曲。}

1118 

( 11'''>告示す
救急活動への間心度

ふだんから教急活動に闇心があったかに

ついて割筆した結果を回目に示す.
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「ふだんから教急活動に闇心があったJ

と回答している者は.209人.62.0%で，関

心がなかった』と回答している者は.l28 

人.38.0%であった.

救急活動への関心と軸覇権別との聞適性を

みた結巣を後19に示す.

教亀活動への間心度図15

鎗送中に行った行為

救急隊が傷病有K対してむを相らげるた

めに行った行為舎包括術者等はどのように受

~ lとめていたかについて分析するため， 傷

病者の回答と比鮫した結果を表20に宏、す.

r励ましの言葉」をかりた者は.隊長で

186人，隊員で137人の白答があり 傷病

者等でr励ましの胃藁」をか"て bらいrう

れしかった」と自害している者は1剖人ぃ

図16

教急活動への関心度 (・織別)

閣心があった 間"""匝.'ワ" 合 It 

会社鍋 11(58.2) "【42.81 1220佃}

自曾 .. 2~)(7 1.4 ) 10(2自..) 35(JI剛

主 婦 6J{62.2) 37(37.8) 珂(1(')0)

「手 生 7(33.3) 14(66，7) 21(100) 

公 碕 同 初 (74.11 7(25.9) 27(1舶) I 
その他 25(73.5) 引26.日 34 {1I剛 l

褒 19

' '-' 

(120) 

( 11.t%告示'.



褒鈎 行為の憲穏に対する比綬 (春日勺げるため)

.".障同副
自陣嗣r.聞

線 3を.. t造

動車しの冒軍 '86 131 
l“ 

安心させる官軍 '" '" "・

汗..揮をふいτあげた 15 ¥J 3Il 

宜凪.ゆるめτあげた 31 15 る7

個。がいのある言動 12 .; '72 

向阻までの時間告担えた '" 9・ " 
"“; 

ここで.111病者の望書2と救急隊員の意51

.'一致しているかをみるために。傷病者が

r励ましの宮業」をかりてむらい rうれし

かった， "回答している者で.同じ〈隊長

b心を和らげるために 『励.しの官業」を

行ったと図書している者をみると。隊長で

¥0.人隊員で69人であった.

同じように傷病者の周密で ，安心させる

省薬J をかげられて「うれしかっ t:'Jt回

答している者IJ:.194人いるが.隊長主意議

が一致している者は138人.隊員と1!:1l:o(

致している者は11.人である.

このことから，救急隊員は無:t!:l'lに行っ

ているこ kがむしろ俗術者にとってはうれ

しいことであることがわかる.

-71， ril・漢をふいてあげたJ行為で

は.傷病者の回答数I.'t30人であるのに対し

て.阪畏でl5人，陣員で13人である.

また r衣R訟をゆるめてあげたJ1'為で働

街者がうれしかったと回答している者".

57人であるが.隊畏で31人，隊且で15人で

あった.さらに，輯りがいの.，るn動につ

いては救急隊員の図苔数が悩向者の回益数

の半分以下である.

これらのことから 汗 ・震をふいてあげ

た，衣般をゆるめてあげた.積りがいのあ

るu動左いう行為は.絢にlじを和らげるた

めに行ヲたという自覚が生 〈救急隊員が

(121) 

行っていると考えられる.

車た.傷病者の心を和らげるために 救

急隊員が病院までの時聞を教えてあげたと

回答している者は，隊畏で104人，隊員で"

人であり さらに俗調者でうれしかったと

感じた者は91人でほぼ同数である。

ここで.袋において。隊畏の回答散が隊

員よりも多いのは，傷病者に後している時

聞が長いためと考えられる.

ィ I!!閣員の.，.

償聞白延べ337人に対して搬送中符に気

金使ったことについて調査した結集を図17

に示す.
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回日 衛送中の，主憲事項

出

ここで.符に 3つ以内k限定して澄択さ

ぜたため 全ての項目に注窓し'"がら織送

している救急隊は，選定に普労したと思わ

れる.

'>1きを点の週過望書領」と回容した者が261

人 ，車両のIII動防止」が156人，縄送時の

スピー ド』がl70人 ，傷病者の容体J が98

人「交獲点の遭遇要領2・'>lI両の飯動防止J

に椅に技窓して運転していることがうかが

える.

ウ道路吠"

111病者の走行中の窓龍については回"に

示したと 必りであるが.同じ〈 機送中の道

路状況を救急隊の倹関Uに対して世間した

結果を固18に示す。

r極めてスムース』であったと田谷して

いる者は. 111人.32.9%. r脅遜』と回答
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回18 鰍送中の道路状況

している者は 198人 58_8%. r懇い」 と

回答して"る者は， 28人。8.3%でるり.比

鮫的スムースに澱送されたこEがうかがえ

る園

8 まとめ

(1)救急隊到着までの燭街者等の愈盟

ア 通報から到着までの時聞について，本舗

笠結果でほ， 5分16秒でるるが，通報から

教急隊が現場到指するまで田 9%の者が

実際の時間よりも長〈感じていることが認

められた.

イ 救急隊到省時の気持ちについては 「心強

かった」と回答している者は半数以上の198

人，58.8%であり，女性が特に 「む強かっ

たJ と感 じている傾向が埋められた.

ウ 救急車のサイレンについて ，どちらかと

いうと 喰らさないで来てほしかった」と

回答している者は，的 4人 に 人 い た.

エ 関係者も傷病者と閉じ意車問双下にある

と後測されることから。今後の救急活動で

は，傷病者の対応以舛にー関係者を含めた

対応に留意しなければならないと考える.

(2) 救急処置崎町傷病者等の意努

ア 救急処置時の時聞は，実際より b早〈感

じていることが認められ，現場で救急館員

が救急処置を行っているのを見守りタがら

待ヲている気符ちは。安培感等により実際

よりも短く感じていることが認められた。

イ 救急隊員の行動は。救急隊が到着してか

ら町出発るまでの 「救急隊の行動」につい

ては，全般的に良い評価を受げているが，

符に対応懲度については傷病者等の70%以

上が良いと回答している.

ワ救急処置 に つ い て は337人中259人。

1122) 

68.7%の蓄が適切であったと田書している。

エ 働病者への配慮は 病状への細かい所へ

の気配り " '傷病者家族等への気配り」

という救急隊の傷病者への酌 8については

ほとんどの者が良いと回答 している。

(3) 救急織送中の傷病者等の意踊

ア 病院に到着するまで遅〈感 じている者が

多しさ らに聞係者の方が.傷柑者よりも

遅いと感じていることがうかがえる.この

ことから，醐係者に b注意震をはらう必要が

あると考えられる.

また.初診時程度別に分析した結集.亜

症者ほど，救急車が病院に到暫するまでの

時聞が長〈感じている傾向にあるこ とが鶴

められる.

イ 濯ばれた病院については.307人.91.1%

の者が.希望どおりの病院に運んでもらっ

たと感じτいる.

(4)教急隊員の印象

ア 救急隊員の行った行為についてみると，

傷病者等は 「勘ま しの富豪」や 「安心させ

る曾業」をかげられ ，踏を聞 いてもら

い" また ，頼りがいのある言動J で媛せ

られるとうれしく感じており，手を盤ら

れ" 衣服をゆるめてもら うh r汗 ・涙を

ふいてもらうJ ことに物足りなく感じてい

ることがうかがえる。

さらに女性に以もフと励乏しの冒繋をか

けてあげたほうが良いことが露められた.

伺各行為について.職業別にみると。主

掃は話しか防られる とうれしいと感じて

U ることカまう治‘念、える.

また.学生はうれしかったという感じ

は他の職業の者より少な〈なっていた.

Lイ) 年姫路別にみると 各年院の人数の割合

で分析した結果，高齢者はうれしかった

という感じが強〈認められた.

わ} 初E会時程度別にみると。「安むきせる書

実J・「到着時間を知らされた」という行

為怯経傷者よりむ重症者の方が。うれし

かったと感じている割合が高くなってい

る。

同各行為について。昼間と夜間では，言

業をかりること" '話を間いてめげるこ



と」や「手を握る」という動作で表す行

為に遭いがあり，夜間では話を聞いてあ

げるとよろニばれている。

イ 救急隊の印象については，ほとんどの者

が満足と回答しており，傷病者等の意見と

して.感酎の気持ちが多く寄せられている。

ウ 通報してから救急障が現場に到着するま

での時間が阜い方が救急隊に良い印象を

持っている傾向が留められ，阜く到着する

ニとが，その後の救急活動に与える意撤面

で良い影紳が現れている。

エ 救急活動への関心についてはふだんか

ら救急活動に関心があった」と回答してい

る者は62.0%であり，白書業.主婦.公務

員に救急活動への関心が高く，また.学生

では関心が薄いという傾向が認められるこ

とから，学生層への救急の普及活動が.今

後さらに必要であると考えられる。

(5) 救急隊員の意櫨

ア 搬送中の行為については，教急隊員が無

意識に行っている二とがむしろ傷病者に

とってはうれしい ζ とであることが認めら

れた。

また r汗・漢をふいてあげたJ，「衣服を

ゆるめてあげた山「頼りがいのある日動」

という行為は.特に心を和らげるために

行ったという自覚がなく救急隊員が行って

(23) 

いると考えられる。

ζれらのことから，傷病者の様態観察と

同時に，安心感を与える方策について慣れ

ておく必要がある。

イ 機関員が搬送中.特に気を使った ζ とは.

「交差点の通過要領J，「車両の振動防止J.

「搬送時のスピード J，i場病者の容体」へ

の項自がよ位を占めていて，緊急車として

の安全運行に配意していることが宮、められ

9.おわりに

救急隊員は複雑化する疾病事象に対応するため.

救急按術を駆使し，救急現場に臨んでいるが，同

時に都民の自が厳しい救急活動現場では，規律あ

る行動をとらなくてはならない。

ニのように救急隊員は人との対応も処理しなく

τはならず.今回傷病者の意織を調査したもので

あり，調査結果のうち.傷病者の対応以外に.関

係者も傷病者と同じ意鉱状況下にあると推測され

ることから，今後の救急活動では，関係者を含め

た対応に留意しなければならないと考える。
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